
大津市障害者自立支援協議会
居宅介護事業所防災マニュアル案
（平成30年　月）
平成○○年○○月○○日
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	はじめに
	
	

	
	
	
	


　大津市内のヘルプ事業所において、地震等の大規模な災害に対処するため、自立支援協議会ヘル
プ事業所協議会にて防災マニュアルを定めました。
当マニュアルによって迅速的確な対応をすることが、災害による被害を軽減することとなるので、ヘルプ事業所の職員は、予めこの内容をよく理解しておくようにしましょう。
第１章．減災対策
１．事業所として減災対策としてするべきこと
①職員の連絡先リスト及び緊急連絡網の作成
・災害時に携帯電話はつながりにくいので、メールアドレスも事前に登録しておく。
・緊急連絡網の上部に上部スタッフは複数の連絡手段（ＬＩＮＥがおすすめ）を確保しておく。また、管理者が不在の際の代行者を決めておく。
・災害時に徒歩やバイクで通勤可能なスタッフを把握しておく。連絡が取れない場合は出勤可能なスタッフは出勤する等の取り決めをしておく。
②職員へのNTT の災害用伝言ダイヤルサービス活用の周知

③災害時の対応に関するフローチャートの作成
・災害発生24時間以内【サービス提供時間内】　　　　災害発生24時間以内【提供時間外】　　　　　
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④利用者の連絡先の確認
・災害時に備えた個別シート等の作成を行うように努めましょう。その際に利用者情報について、事業所が被災倒壊することも想定して、可能なら複数個所に保存できるようにしておきましょう。
⑤職員の災害時の対応に関する教育
・マニュアル等の配布と読み合せ
２．ご利用者様宅での減災対策としてするべきこと

スタッフの皆さんが訪問したときに必要な助言や関係機関の紹介などをして、ご利用者様に災害への関心を持っていただき、日ごろから減災対策に取り組むことの重要性を伝えてください。
	◆個別シート等を作成して災害時の対応や連絡先に関して確認をしましょう。
◆避難所マップ等を使ってご利用者様と避難場所を確認しましょう。
◆ご利用者様と安全な避難経路についても地図上で確認しましょう。




◆非常持ち出し袋の準備がされているか声かけをしてください。また、保存状態や賞味期限等の

確認もするよう促してください。

◆枕元に履物・ホイッスル・懐中電灯・めがね・補聴器・常備薬・おむつ・杖・ヘルメットや防災

ずきんなどを常備しておくよう声かけしてください。

◆ＮＴＴ西日本「災害用伝言ダイヤル」及び携帯電話「災害用伝言板」の概要を伝えてください。
第2章　災害発生時の対応
１．災害対策の対応
（１）情報収集
正しい状況を把握するため情報収集します。停電しなければ、テレビやインターネットからの情報が早く正確です。しかし、ライフラインの途絶があった場合は、ラジオや携帯電話（ラジオ・インターネット・ワンセグの使用可）が有効です。

・テレビ（広域の情報収集には便利・停電時は携帯でワンセグやU s t r e a mゆーすとりーむ ※２を見られる）

◎ラジオ（携帯ラジオ《発電ラジオが便利》やPC やスマートフォンにr a d i k oラジコ ※３を入れておくと

どこでもラジオが聴ける・地元FM 局の番組では地元の情報が入手できる）

◎インターネット・スマートフォン（スマホは停電時でも使えて便利・充電対策○要）
＊大津市防災ナビの活用

「大津市防災ナビ」は大津市の公式アプリです。

現在地周辺の指定避難所・指定緊急避難場所・AEDの設置場所や詳細が表示され、ARカメラ機能や避難コンパス機能で災害時の避難行動を支援します。

また、土砂災害警戒区域や浸水想定区域などのハザードマップも表示されますので、現在地の危険性を確認できます。

さらに、避難情報や気象情報などをはじめ、滋賀県土砂災害降雨危険度データと連携し土砂災害の危険性が高まっている地域内にいるユーザーへの注意喚起プッシュ通知など、各種防災情報をプッシュ配信します。

「大津市防災ナビ」は、市内だけではなく市外でも利用でき、一部の機能はオフライン時でも利用できます。

【主な機能】

・現在地周辺の指定避難所、指定緊急避難場所、AED設置場所の自動検索

・現在地から上記場所までの誘導

・土砂災害警戒区域、浸水想定区域などのハザードマップ表示

・震度予測、液状化予測マップの表示

・活断層の表示

・防災情報のプッシュ通知、一覧表示

・安否登録、安否確認

（２）職員との連絡

・災害時の連絡先リスト及び緊急連絡網を活用して連絡を行います。
・現在支援中のスタッフは事業所または事業所の管理者に現在の状況を伝えます。
２　災害が発生した場合
　地震災害が起きたときには、要援護者本人および周辺にいる家族などそれぞれが自分自身の身は自分で守らなければなりません。

次に、要援護者の付近にいる人が安否を確認し、心理的に落ち着かせたり、救出活動や負傷者の応急援護など、それぞれの場所で必要な応急処置をとる必要があります。

（『災害時要援護者対策ガイドライン（日本赤十字社）』参照）
（１）支援中に地震が発生したとき
　（ア）ご利用者様宅でサービス提供中の場合
　①身の安全の確保、落下危険物等の応急処置（倒れやすい家具や本棚から離れ、丈夫なテーブル

や机の下に隠れる。トイレや風呂場、押し入れの中は比較的安全）

②初期消火（ガスコンロやストーブなどの火を止める。元栓を閉める。）

③脱出口の確保（ドアを開けておく。どんな大地震でも、激しい揺れは最初の１分程度です。

あわてて外に飛び出すと、瓦やガラスなどの落下によりかえって危険です。）

（イ）外出介助中（通院や買い物など）の場合
　①建物や商品棚などからすぐに離れる。また、電車やバスに乗車中の場合は、吊革や手すりにし

っかりつかまる。


　②乗務員や係員の指示に従う（あわてて階段や出口に殺到しない）
　＊スタッフ一人で買い物等外出していた場合は、まず身の安全を確保した後、ご利用者様宅へ戻りご利用者様の状況を確認してください。
　＊交通網の遮断等で、利用者様宅へ戻ることが困難な場合、一旦近くの避難所に誘導してください。

（ウ）運転中の場合
①大きなゆれを感じたときは、慌ててハンドルから手をはなしたり、急ブレーキをかけたりすることは危険です。しっかりとハンドルを押さえ、徐々にスピードを落とすようにしてください。それからハザードランプを点灯させるなど周囲のクルマに注意をうながし、安全を確認してからゆっくりと減速して道路の左側へとクルマを移動させることを考えましょう。
②クルマを停止させても、慌てて車外に飛び出すと危険な場合があります。まずは揺れがおさまるまで車外に出ず、そのまま車内に待機します。その間、ラジオなどをつけてニュースや地震情　報、または道路交通情報を聞いて情報を収集します。
また、利用者が同乗している場合は、利用者さんが不安にならないように、情報提供や安心できる声かけを行ってください。
③ご家族と事業所に状況確認の連絡を入れてください。回線が込み合っている場合はNTT の災害用伝言ダイヤルサービスを活用してください。
④クルマを置いて避難する場合は、できるだけ道路外の場所に移動して置くのが理想です。やむを得ず道路上に置いて避難する場合は道路の左側に寄せて駐車し、エンジンを止めてサイドブレーキをかけ、キーをつけたままにします。所持しているだけでドアの施錠や解除、エンジンスタートなどができる電波式キーレスエントリーキーの場合は、キー本体は車内の目立つ場所、たとえばスピードメーター周辺に置きながら、キーに内蔵されている補助キーを取り外し、自分で管理しましょう。また、窓は閉めた状態で、ドアのロックもせずに避難します。当然のことながら避難のためにクルマを使用したり、人の通行や災害応急対策の実施を妨げるような場所に駐車してはいけません。
（２）応急処置
　①必要に応じ、可能な限りの救助。救出活動


　②ご利用者様が負傷した場合の応急手当の処置

（３）避難所等への誘導

　①家族や近隣の協力者へ引き継ぎ、一般の指定避難所へ避難の誘導をお願いしてください。ただし、親族が遠方にしかいない等協力者がみえないご利用者様については、一般の指定避難所までの誘導をお願いします。窓ガラスや看板などの落下物に注意し、バッグなどで頭を保護し安全な場所に避難する。避難する時はブロック塀や自動販売機、電柱や垂れ下がった電線には近付かないようにしましょう。

②避難所への誘導を終えたら災害用伝言ダイヤルへの録音をお願いします。

　（災害用伝言ダイヤルはご利用者様宅の電話番号をダイヤル）

「スタッフの○○です。○○さんを○○小学校へ誘導致しました。怪我もなくご無事です。」

〇NTT の災害用伝言ダイヤルサービス
・災害発生時（震度６以上の地震など）にはNTT の災害用伝言ダイヤルサービスが稼働します。

・伝言の録音 tel１７１ ⇒ １♯ ⇒（○●○）△▲△―□■□■ ⇒伝言を入れる⇒９♯

・伝言の再生 tel１７１ ⇒ ２♯ ⇒（○●○）△▲△―□■□■ ⇒伝言を聞く

・被災地の方は自分の電話番号を、被災地以外の方は被災地の電話番号を入力。

・ガイダンスにそって、入力してください。伝言は一件につき３０秒以内です。

〇携帯電話「災害用伝言板」

・登録 携帯電話 各社のトップメニューもしくはアプリから「災害時伝言板」へ入る。

「登録」を選択。コメント（１００文字以内）もしくは選択肢のチェックを入力。

・確認 トップメニューもしくはアプリから「災害時伝言板」へ入る。「確認」を選択。相手の携帯番号を入力。伝言板を見る。他社の携帯やPC からは携帯会社のホームページから災害時伝言板へ入り、携帯番号を入力。E メール自動送信の機能があるため、事前にいくつかの連絡先を登録しておくと便利。災害時、登録した先には自動的に入力した内容が送信される。
４．災害後の訪問対応に関して
（１）利用者への安否確認
（２）訪問の優先度
・利用者の被災状況や支援の必要から検討して、訪問すべき優先度の高い利用者から訪問する。また、交通手段が確保でき、訪問可能かを判断して調整する。
（３）訪問時の持参品
・身分証を携帯すると共に、移動中や訪問先でのけが防止のため、底の厚い靴を履き、軍手等を持参するようにします。
（４）訪問方法
・安全確保のために訪問は出来るだけ2人で行きましょう。

（５）訪問時
・居宅内で家具の転倒や家電が落下していて危険がある場合、転倒した家具は起こせるものは起こして、次の余震で倒れにくいように家具の前面の床との隙間にスリッパ等をはさんでおきましょう。
・ガラスが飛散していた場合は、ガラスを取り除き、利用者に注意を促しましょう。
・家屋が明らかに傾いていたり、倒壊の恐れがある時は、避難所への避難を促しましょう。避難を拒否される場合は一旦事業所に戻り管理者に相談。管理者から自治体に状況を伝えてもらいます。
　
第3章　個別シートの活用
ご利用者名　　　　　　　　　　　　　様

地震発生

	身の安全の確保

（対応の方法）



＊携帯電話でのインターネット


	避難する
	避難しない


送迎中の場合、各ご利用者様の避難マップにて

自宅から近い避難所　又は　事業所から近い避難所を確認する。
	◆外出中職員の指示で（　　　　　　）へ避難する。

◆送迎中ご利用者様と避難所（　　　　　　）へ（　　　　　　）にて移動する。
◆自宅ご利用者様と避難所（　　　　　　）へ（　　　　　　）にて移動する。
＊ご利用者様に移動する流れを説明する。
◆ご家族指定の避難所が決まっている場合は指定場所へ。（避難所：　　　　　　）
◆ご自宅の玄関などに避難場所を書いた紙を貼る。

留意点



	連絡する

・事務所・ご家族（緊急連絡先：①　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　 ）



	電話が繋がらない場合
	ご家族、事務所の指示を受け、対応


・災害伝言ダイヤル「１７１」に伝言する。　　（例）サービスを継続する、ご自宅に帰宅する等。

・ご利用者様名、職員名、状況、避難場所など
	避難所へ移動


避難所到着後、避難場所の担当者にご利用者様の情報と連絡状況などを伝達する。

平成　　　　　年　　　　月　　　　　日

	ご利用者様　住　所　　　〒

　　　　　　ＴＥＬ

　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　（代筆者）　　　　　　　　　　　　　印


出勤可能な職員の集合
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被害状況の把握





指揮命令者の決定
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